
町報�
2008

Ｎｏ.

　月�

◎主な内容�◎主な内容�

●確定申告が始まります　…………………●確定申告が始まります　…………………�
●住宅借入金等特別税額控除について　………●住宅借入金等特別税額控除について　………�
●社会保険庁から「ねんきん特別便」が届きます社会保険庁から「ねんきん特別便」が届きます　…　…�
●江府町人権同和問題啓発標語・作文入選者決定江府町人権同和問題啓発標語・作文入選者決定　…　…�
●平成●平成1919年度人権学習を振り返って　……年度人権学習を振り返って　……�
●町の話題　……………………………………●町の話題　……………………………………�
●新春町民マラソン大会　ほか　……………●新春町民マラソン大会　ほか　……………�
●１月の本棚～町立図書館より～　…………●１月の本棚～町立図書館より～　…………�
●情報コーナー　………………………………●情報コーナー　………………………………�
●行事あれこれ　　ほか　……………………●行事あれこれ　　ほか　……………………�
●人の動き　ほか　……………………………●人の動き　ほか　……………………………�
●町長あいさつ　………………………………●町長あいさつ　………………………………�

●確定申告が始まります　…………………�
●住宅借入金等特別税額控除について　………�
●社会保険庁から「ねんきん特別便」が届きます　…�
●江府町人権同和問題啓発標語・作文入選者決定　…�
●平成19年度人権学習を振り返って　……�
●町の話題　……………………………………�
●新春町民マラソン大会　ほか　……………�
●１月の本棚～町立図書館より～　…………�
●情報コーナー　………………………………�
●行事あれこれ　　ほか　……………………�
●人の動き　ほか　……………………………�
●町長あいさつ　………………………………�

2～3�3�
4�4�
5�5�

6～7�7�
8～9�9�
10�10�
11�11�
12�12�
13�13�
14�14�
15�15�
1616

2～3�
4�
5�

6～7�
8～9�
10�
11�
12�
13�
14�
15�
16 発行／江府町役場発行／江府町役場� 編集／総務課　印刷／冨士印刷（有）編集／総務課　印刷／冨士印刷（有）�

〒689689－4401  4401  鳥取県日野郡江府町大字江尾鳥取県日野郡江府町大字江尾475�475�
TETEL（08590859）7575－22112211　FAFAX（08590859）7575－2389�2389�
ホームページホームページURLURL：http://www.town-kofu.jp/http://www.town-kofu.jp/

発行／江府町役場� 編集／総務課　印刷／冨士印刷（有）�
〒689－4401  鳥取県日野郡江府町大字江尾475�
TEL（0859）75－2211　FAX（0859）75－2389�
ホームページURL：http://www.town-kofu.jp/

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
さ
て
、
近
年
の
江
府
町
を
取
り
巻
く
財
政
を
中
心
と
し
た
環
境
は
、
国
の
地
方
に
対
す
る
改
革
に

よ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
が
つ
づ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
都
市
と
地
方
の
格
差
な
ど
に
よ
る
住
民

生
活
を
取
り
巻
く
環
境
も
同
様
で
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
が
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
よ
り
一
層
の
努
力
を
い
た
し
て
参
り
ま
す
。�

　
本
年
は
、
行
財
政
改
革
を
継
続
し
つ
つ
町
民
の
皆
様
の
健
康
対
策
、
小
学
校
統
合
に
向
け
て
意
を

注
ぎ
た
い
と
考
え
ま
す
。
一
方
、
建
設
中
で
あ
り
ま
し
た
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
「
奥
大
山
ぶ
な
の
森

工
場
」
が
今
春
よ
り
稼
働
と
な
り
ま
す
。
こ
の
工
場
に
は
、
見
学
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
南

大
山
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
を
含
め
本
町
の
観
光
の
拠
点
と
し
て
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。�

　
今
後
も
厳
し
い
状
況
は
続
き
ま
す
が
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
「
小
さ
く
て
も
元
気
で
明
る
い
輝
き

の
あ
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
町
民
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
年
頭
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
町
民
皆
様
と
江
府
町
に
と
り
ま
し
て
夢
と
希
望
に
満
ち
た
幸
多
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。�

町
長
あ
い
さ
つ

町
長
あ
い
さ
つ�

町
長
あ
い
さ
つ�

竹
　内
　敏
　朗�

江
府
町
長�
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【
所
得
税
】�

○
事
業
所
得�

　
・
商
工
業
・
農
業
・
医
業
・
漁

　
　
業
な
ど
か
ら
生
ず
る
所
得�

○
不
動
産
所
得�

　
・
地
代
・
家
賃�

○
譲
渡
所
得�

　
・
土
地
・
建
物
な
ど
を
売
っ
た

　
　
所
得�

な
ど
が
あ
る
方
で
、
平
成
十
九
年

中
の
所
得
金
額
の
合
計
が
、
所
得

控
除
合
計
額
を
超
え
る
方�

�

○
給
与
所
得
で�

　
①
給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を

　
　
超
え
る
方�

　
②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

　
　
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え

　
　
る
方�

　
③
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
も

　
　
ら
っ
て
い
る
場
合
は
、
給
与

　
　
の
収
入
と
②
の
所
得
の
合
計

　
　
が
二
十
万
円
を
超
え
る
方�

　
④
給
与
の
支
払
を
受
け
た
と
き

　
　
に
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ

　
　
て
い
な
い
方�

○
生
命
保
険
や
地
震
保
険
の
一
時

　
金
を
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、
確

　
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。�

�

【
住
民
税
】�

○
平
成
二
十
年
一
月
一
日
現
在
、

　
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
十

　
九
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
方

　
（
所
得
税
の
申
告
を
し
た
方
は

　
除
く
）�

�

○
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
農

　
業
ま
た
は
譲
渡
な
ど
の
所
得
合

　
計
が
二
十
万
円
以
下
の
方
（
二

　
十
万
円
を
超
え
る
方
は
、
所
得

　
税
の
申
告
が
必
要
）�

○
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

　
町
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

　
さ
れ
て
い
な
い
方�

����

　
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

方
で
も
次
の
よ
う
な
場
合
、
所
得

税
の
還
付
申
告
に
よ
り
、
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
金
の
一
部
が
戻
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。�

・
家
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得

　
し
た
場
合�

・
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

　
合�

・
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合�

・
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職

　
し
て
い
な
い
場
合
　
　
な
ど�

申
告
が
必
要
な
方�

所
得
税
が
戻
っ
て�

く
る
場
合
（
還
付
申
告)

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す�

税
金
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た�

　
日
程
表
の
と
お
り
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い�

―　２月18日から�
　　　　　３月17日まで　―�
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源泉徴収票と印鑑（認印）のほかに、次の書類などが必要となります。�
○医療控除を受ける方は�
　支払った医療費の領収書（医療を受けた人別、病院別、薬局別に計算した明細書を持参してください）�
　保険などで補てんされる金額の明細書�
〔医療費控除の計算方法〕�
�
　その年中に支払った医療費の額　－　保険金などで補てんされる金額　－　�
　�
　＝ 医療費控除（最高200万円）�
�
○社会保険料控除（健康保険料・国民年金保険料など）を受ける方は・・・支払保険料の証明書�
○生命保険料控除を受ける方は・・・支払保険料の証明書�
○地震保険料控除を受ける方は・・・支払保険料の証明書�
○住宅借入金（取得）など特別控除を受ける方は�
　登記簿謄本（鳥取地方法務局米子支局で発行）�
　住民票の写し（役場町民課で発行）　　　　　　　初年のみ�
　売買契約書の写しまたは請負契約書の写し�
　住宅取得資金などに係る借入金の年末残高証明書�
　☆２人以上共有持分の方もそれぞれ１通でよい。�
○介護保険の要介護１～５認定を受けている方は、障害者控除の対象となる場合もあります。�

①10万円または�
②所得金額×５％�
　①と②のいずれか少ない�
　方の金額�
�

◆◇還付手続きに必要な書類◇◆�

期　　日�

２

月

�

３

月

�

19�

20�

21�

22�

25�

26�

27�

28�

29�

３�

４�

５�

６�

７�

10�

11�

12�

13

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

曜日� 午後（1：00～4：00）�午前（8：40～11：00）�

洲河崎�

新　道　・　高　谷�

下安井�

柿　原�

貝　田�

宮　市　・　宮市原�

本　五�

御　机　・　笠良原　・　栗　尾�

美　用　・　小　原�

佐　川�

大河原�

池の内�

尾之上原�

久　連�

本　一�

洲河崎　・　一　旦�

荒　田　・　半の上　・　宮の前�

武　庫�

小江尾�

貝　田　・　助　沢�

下蚊屋�

本　五　・　新　二�

本　二　・　本　三�

杉　谷�

佐　川　・　大　満�

吉　原　・　西　成　・　袋　原�

池の内�

日の詰　・　深山口�

新　一�

本　一　・　本　四�
農　　業　　青　　色　　申　　告　　　　　　　　（終日）�

農　　業　　青　　色　　申　　告　　　　　　　　（終日）�

農　　業　　青　　色　　申　　告　　　　　　　　（終日）�

平成20年� 会場：防災・情報センター　自主防災室�

確　定　申　告　日　程�

＊米子税務署の出張相談はありません。営庶業は、簡易な申告のみ受け付けますので、該当地区の日程に�

　お越しください。それ以外の方は、米子税務署で申告してください。�

詳しくは、役場町民課（75－3223）におたずねください。�
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住宅借入金等特別税額控除�

申告が�
必要です！�

所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかっ�
た方、控除しきれなかった分は�
住民税（所得割）から控除されます。�申告期限�

平成20年�
3月17日�
まで�

　税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が
減る場合があります。平成18年末までに入居し、所得税の住宅ローン控除
を受けている方で、所得税から控除しきれなかった額がある場合は、翌年
度の住民税（所得割）から控除できます。�

●対 象 者　　平成11年から平成18年末までに入居された方�

　　　　　　　（平成19年分以降の所得税において住宅ローン控除の適用がある方）�

�

●対象年度　　平成20年度から平成28年度の個人住民税�

�

●控 除 額　　控除額＝（次の①と②のどちらか少ない額）－③�

　　　　　　　　①所得税の住宅ローン控除額�

　　　　　　　　②改正前の税率で算出した所得税額（住宅ローン控除前の額）�

　　　　　　　　③改正後の税率で算出した所得税額（住宅ローン控除前の額）�

�

●申告方法　　　平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要�

　　　　　　　となります。�

　　　　　　　　平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成20年３月17日まで�

　　　　　　　に、平成20年１月１日現在お住まいの、市区町村へ「市町村民税道府県民税　住宅借�

　　　　　　　入金等特別控除申告書」を提出してください。�

表の（１）に該当する場合は、住民税の申告書の記入に必要ですので、所得税の「住宅借入金等特別�

控除申告書」「借入金の年末残高等証明書」のコピーの準備をお願いします。�

住民税の住宅ローン控除の適用を受ける方� 住宅借入金等特別控除申告書の提出方法�

源泉徴収票を添付して市町村へ提出�

所得税の確定申告とともに税務署へ提出�

所得税の確定申告をされない方�(１)

(２) 所得税の確定申告をされる方�

196,000

263,000

税　額�

459,000

0

263,000

住宅ローン控除額�

263,000

196,000

0

負担額�

196,000

所得税�

住民税�

合　計�

税源移譲前�

293,500

165,500

税　額�

459,000

97,500

165,500

住宅ローン控除額�

263,000

196,000

0

負担額�

196,000

所得税�

住民税�

合　計�

税源移譲後�

293,500

165,500

税　額�

459,000

0

165,500

住宅ローン控除額�

165,500

293,500

0

負担額�

293,500

所得税�

住民税�

合　計�

税源移譲後�

申告しないと…� 申告すれば…�

住宅ローン控除額が減少しないよう、�

住民税（所得割）から控除します。�

控除額が減少し、負担が増加する。�
※夫婦＋子供２人の場合で子供のうち１人が特定扶養親族に該当するものと�

　しています。�

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。�

※住宅ローン控除額は、一定の条件で試算した場合の例です。�

（単位：円）�

住宅ローン控除モデルケース�●夫婦＋子供２人　給与収入700万円(住宅ローン控除可能額：27万円)の場合●�



社
会
保
険
庁
か
ら
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
き
ま
す�

〜
あ
な
た
の
年
金
記
録
の
確
認
を
〜�

　
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
約
五
千
万
件
の
記
録
に
つ

い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

名
寄
せ
作
業
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。�

　
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
社
会
保

険
庁
か
ら
、
基
礎
年
金
番
号
の
記

録
と
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
方

に
、
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
（
加

入
記
録
）
が
順
次
郵
送
さ
れ
ま
す
。�

　
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
方
に
も
、

順
次
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。�

�

郵
送
時
期�

●
基
礎
年
金
番
号
の
記
録
と
結
び

　
つ
く
可
能
性
の
あ
る
方�

　
　
平
成
十
九
年
十
二
月
か
ら�

　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
年
三
月�

●
年
金
受
給
者
の
方�

　
　
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
五
月�

●
現
役
加
入
者
の
方�

　
　
平
成
二
十
年
六
月
か
ら
十
月�

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い

た
ら
、
年
金
記
録
に
記
載
も
れ
や

誤
り
が
な
い
か
を
確
認
し
て
、
必

ず
年
金
加
入
記
録
照
会
票
な
ど
を

返
送
す
る
か
、
社
会
保
険
事
務
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

【
変
更
の
手
続
き
に
つ
い
て
】�

　
住
所
や
氏
名
を
変
更
し
た
が
、

ま
だ
届
出
を
し
て
い
な
い
方
は
、

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
お
届
け

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次

の
場
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。�

�

手
続
き
先�

●
国
民
年
金
加
入
者�

　
住
所
の
あ
る
市
町
村
役
場�

●
厚
生
年
金
加
入
者
お
よ
び
そ
の

　
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者�

　
厚
生
年
金
加
入
者
の
勤
め
先�

●
年
金
受
給
者�

　
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所�

【 ご質問・お問い合わせ先 】�
「ねんきん特別便専用ダイヤル」は0570－058－555です。�
※ I P電話・ＰＨＳからは03－6700－1144に電話ください。�
※ 一般の年金相談は、「ねんきんダイヤル」0570-05-1165まで。�
※ 近くの社会保険事務所または年金相談センターの相談窓口でも�
　 受け付けています。�
※ 詳しくは、ホームページ(http://www.sia.go.jp/)まで�

5

訂正がない�

同封の「年金加入記録�
照会票」から「確認は�
がき」を切り取って�
“訂正がない”を◯で囲�
み、提出年月日、氏名�
をご記入の上、返送し�
てください。以上で記�
録が確認されます。�

同封の「年金加入記録照会票」�
に必要事項をご記入いただき、�
｢確認はがき｣を切り取らず“訂�
正がある”を◯で囲んでください。�

●「年金加入記録照会票」�
　に年金証書を添えてお�
　近くの社会保険事務所�
　でお手続きください。�

●社会保険事務所へ来所�
　できない場合は、下記�
　の「ねんきん特別便専�
　用ダイヤル」へご連絡�
　ください。（郵送によ�
　る手続き方法等をご案�
　内します。）�

社会保険事務所で記録の�
確認を行い、年金額の変�
更となる場合は、年金額�
の改定手続きを行います。�

（年金受給者・現役加入者とも）�

年
金
加
入�

記
録
照
会
票�

確
認�

は
が
き�

切り取る�

切り取らない�

年金加入記録の確認後のお手続きの流れ�
年金加入記録に訂正がある場合、年金受給者と現役加入者では、�

手続き方法が異なります。ご注意ください。�

年
金
加
入�

記
録
照
会
票�

確
認�

は
が
き�

訂正がある�
（記載されていない加入期間がある。記載内容に誤りがある）�

年金受給者�

「年金加入記録照会票」�
を同封の返信用封筒で�
返送してください。�

社会保険庁で記録の調�
査を行い、その結果を�
改めてお知らせします。�

現役加入者�



7 6

最
優
秀
賞
と
し
て
、�

作
文
の
部�

　
江
府
中
学
校
三
年�

　
　
梅
林
　
麻
衣
　
さ
ん�

　
　
「
障
害
者
差
別
に
つ
い
て
」�

標
語
の
部�

　
明
倫
小
学
校
一
年�

　
　
三
輪
ゆ
う
だ
い
　
さ
ん�

　
「
う
ん
、
い
い
よ
。
」�

　
　
　
う
れ
し
い
こ
と
ば�

　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う�

を
選
出
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
入
選
し
た
標
語
、
作
文

は
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
町
報
、

あ
か
る
い
こ
こ
ろ
な
ど
に
掲
載
し

ま
す
。�

��

障
害
者
差
別
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
三
年
　
梅
林
　
麻
衣�

　
私
は
、
中
学
校
生
活
三
年
間
の

人
権
学
習
で
い
ろ
い
ろ
な
差
別
に

つ
い
て
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
例

え
ば
、
い
じ
め
・
落
書
き
・
部
落

差
別
・
外
国
人
差
別
・
就
職
差
別

な
ど
学
習
し
ま
し
た
。
で
も
、
ま

だ
ま
だ
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
少

し
で
も
つ
ら
い
思
い
を
す
る
人
を

少
な
く
す
る
た
め
に
、
間
違
っ
た

こ
と
を
学
ば
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

頑
張
っ
て
勉
強
し
ま
し
た
。
で
も
、

私
は
、
普
段
は
人
権
の
こ
と
を
意

識
し
て
生
活
は
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
あ
る
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
少
し
ず
つ
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。�

　
私
が
、
テ
ニ
ス
の
試
合
に
行
く

途
中
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
立
ち

寄
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
私
は
、

み
ん
な
と
ご
飯
を
食
べ
て
い
ま
し

た
。
ふ
と
、
駐
車
場
に
目
を
や
る

と
、
身
障
者
用
の
車
を
停
め
る
所

に
、
一
台
の
車
が
入
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
車
を
見
て
い
る
と
、
運

転
手
の
人
が
助
手
席
の
方
に
ま
わ

り
、
戸
を
開
け
ま
し
た
。
す
る
と
、

足
の
不
自
由
そ
う
な
お
ば
あ
さ
ん

が
、
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
運
転
手

の
人
は
、
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
向

き
を
少
し
ず
つ
変
え
て
、
外
に
準

備
し
て
い
る
車
イ
ス
に
乗
せ
ま
し

た
。
乗
せ
る
時
、
お
ば
あ
さ
ん
を

必
死
に
抱
え
て
、
体
に
負
担
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
車
イ
ス
に
乗
せ
る
と
ど

こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

車
が
着
い
て
か
ら
、
車
イ
ス
に
乗

っ
て
移
動
を
始
め
る
ま
で
、
十
分

以
上
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
私
た
ち
が
、
普
段
生
活
す
る
の

に
、
車
か
ら
降
り
る
の
は
と
て
も

簡
単
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
体

が
不
自
由
な
人
は
、
車
か
ら
降
り

る
の
も
ひ
と
苦
労
な
の
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。�

　
私
は
、
そ
の
後
、
何
一
つ
不
自

由
の
な
い
人
が
、
身
障
者
用
の
駐

車
場
に
車
を
停
め
て
い
る
の
を
見

か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
車
を
見
か
け
る
と
、
あ
の
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
見
た
、
お
ば
あ

さ
ん
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

車
か
ら
降
り
る
の
が
簡
単
な
人
が
、

身
障
者
用
の
駐
車
場
を
奪
っ
て
し

ま
う
の
は
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
許
せ
な
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
障
害
者
の

人
に
と
っ
て
身
障
者
用
の
駐
車
場

と
は
、
な
る
べ
く
乗
り
降
り
し
や

す
く
、
早
く
目
的
地
に
移
動
す
る

た
め
の
特
別
な
場
所
だ
と
思
い
ま

す
。そ
ん
な
大
切
な
場
所
を
、「
他

の
場
所
が
空
い
て
い
な
い
か
ら
。｣

と
か｢

こ
こ
が
一
番
近
い
か
ら
。｣

な
ど
、
そ
ん
な
理
由
で
使
っ
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。�

　
で
も
、
私
も
人
の
こ
と
を
言
え

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
、

電
車
の
優
先
座
席
に
普
通
に
何
も

考
え
ず
、
無
神
経
に
座
っ
て
い
ま

し
た
。
周
り
に
お
年
寄
り
の
方
、

障
害
者
の
方
、
妊
娠
し
て
い
る
方

は
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

も
し
お
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
優
先

座
席
に
だ
れ
か
が
い
た
ら
、
座
り

に
く
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

私
は
自
分
の
行
動
を
見
直
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
、

電
車
に
乗
る
と
き
は
、
座
る
場
所

を
考
え
、
周
り
を
よ
く
見
よ
う
と

思
い
ま
す
。�

������

　
今
年
の
夏
休
み
、
私
は
、
目
の

不
自
由
な
方
を
見
か
け
る
こ
と
が

た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。
片
目
に

眼
帯
を
付
け
て
い
る
方
や
、
白
い

ツ
エ
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
ま
し

た
。
白
い
ツ
エ
を
持
っ
た
人
は
、

目
が
不
自
由
な
方
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
分
か
り

ま
し
た
。
駅
の
階
段
な
ど
に
は
、

そ
ん
な
人
の
た
め
に
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
で
も
、

駅
で
は
た
く
さ
ん
の
人
が
階
段
を

上
り
下
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
平

気
で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
を
歩
い

て
行
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
上
を
、
目
の
不
自
由
な

人
が
通
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
、
仕
方
な
く
手
す

り
を
使
い
な
が
ら
上
り
下
り
し
ま

す
。
で
も
、
足
下
が
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、

お
ど
お
ど
し
な
が
ら
困
っ
て
い
る

様
子
を
み
て
い
る
と
、
何
か
良
い

方
法
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
障
害
者
の
立
場

に
な
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な

い
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

う
し
、
そ
ん
な
一
人
ひ
と
り
の
心

の
持
ち
方
を
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
の
心
の
持
ち
方
が
変
わ

り
、
障
害
者
の
た
め
に
す
る
行
動

が
自
然
な
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
に

な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
障
害

を
持
つ
人
は
、
不
自
由
な
部
分
が

あ
る
以
外
は
、
全
く
違
い
は
あ
り

ま
せ
ん
。
逆
に
普
通
の
人
よ
り
、

す
ご
い
才
能
を
持
っ
て
い
る
人
も

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
不
自
由
な
部

分
に
つ
い
て
は
手
伝
い
、
そ
れ
以

外
は
同
じ
人
間
同
士
と
し
て
暮
ら

し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。�

　
「
ほ
ど
よ
く
手
助
け
す
る
。
」

そ
ん
な
ふ
う
に
共
に
生
活
し
て
い

る
う
ち
に
、
普
通
の
人
と
障
害
者

の
方
の
目
線
が
同
じ
に
な
っ
て
、

差
別
の
な
い
暮
ら
し
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。�

第11回江府町人権同和問題�
　　　啓発標語・作文入選者決定�

　今年で11回目となる、人権同和問題啓発標語・作文の入選作品を決定しました。�

今年度の応募者数は、標語の部で、小学校の児童全員にあたる170人、そのうち入選24人です。作文�

の部は江府中学校生徒全員の123人が取り組み、３人が入選となりました。たくさんの応募ありがと�

うございました。�

平成19
年度�

作　　　　　　　品�学　年� 学校名� 名　　前�

１年�

２年�

３年�

４年�

５年�

６年�

明倫�

江尾�

江尾�

江尾�

明倫�

米沢�

江尾�

江尾�

江尾�

明倫�

俣野�

米沢�

江尾�

俣野�

江尾�

米沢�

俣野�

米沢�

米沢�

米沢�

江尾�
�

江尾�
�

明倫�

明倫�

★「うん、いいよ。」うれしいことば　ありがとう�

　ともだちの　えがおきらきら　たからもの�

　やさしくて　いじめがないまち　つくろうよ�

　たのしいね　みんなえがおの　きょうしつは�

　なかまはずれはいけないよ　ゆうきをだしていえるはず�

　たすけあう　みんなのはげまし　力がわく�

　ともだちと　にっこりえがおで　なかなおり�

　友だち　いっぱい　みんなにっこり　ぼくにっこり�

　心にも　きれいな花を　さかせましょう�

　思いやり　わすれないで　その気持ち�

　えがおはね　ともだちあんしん　心のまほう�

　楽しいな　わたしのまわり　えがおがいっぱい�

　いじめは　させない　やらない　ゆるさない�

　たいじする　弱い心は　ぼくの敵�

　さべつから　大切な友だち　守ろうよ�

　一人では　できないことも　みんなでね�

　やめようよ　仲間外れや　いじわるは�

　その笑顔　みんなに幸せ　伝えよう�

　見てただけ　それはいじめと　同じだよ�

　見つめ合おう　一人一人の　良いところ�

　考えよう　されてもいやなら　相手もいや�

　自分が変われば　みんなが変わる�

　　　　　　　　　　　そういう未来をきずいていこう�

　人権を　みんなで守る　強い意志�

　差別など　しないさせない　江府町�

三輪　遊大�

森田　蒼未�

佐々木　翔�

遠藤　未来�

宇田川翔平�

筒井　拓眞�

河上　仁奈�

車　　大輔�

古川　素弘�

浦部　和奏�

竹茂　紗穂�

三代　すず�

妹尾　翔大�

坂口　海斗�

川上　結衣�

下垣　舞林�

坂口　拓未�

川上奈津紀�

梅田　侑奈�

下垣　花梨�

岡田　千里�
�

藤田　美咲�
�

小峯　優依�

三輪　　楓�

標語の部　　最優秀賞は★で1点�

作　　　　　　　品�学　年� 名　　前�

３年�

３年�

１年�

★障害者差別について�

☆お年寄りについて�

☆障害と差別�

梅林　麻衣�

小倉美恵子�

中尾めぐみ�

作文　★最優秀賞　　☆優秀賞�

第11回「人権同和問題啓発作文・標語」審査結果�



　
人
権
と
は
、
人
間
が
幸
せ
に
生

き
て
い
く
権
利
で
、
す
べ
て
の
人

々
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ

て
い
る
基
本
的
な
権
利
で
す
。�

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
、
自

分
の
権
利
を
主
張
す
る
あ
ま
り
、

周
り
の
人
の
権
利
を
侵
害
し
て
い

る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
人

の
名
誉
や
信
用
を
、
根
拠
の
な
い

悪
口
な
ど
で
傷
つ
け
た
り
し
て
は

い
な
い
で
し
ょ
う
か
？�

　｢

自
分
は
差
別
を
し
な
い｣

「
差

別
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
」
と

思
っ
て
い
て
も
、
受
け
止
め
る
相

手
は
ひ
と
り
ひ
と
り
が
み
ん
な
違

っ
た
人
間
で
す
。
も
し
か
し
た
ら

「
差
別
に
気
づ
い
て
い
な
い
」
だ

け
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　
今
年
度
も
、『
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
』

『
研
究
集
会
』
に
集
い
、
学
び
を

深
め
ら
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

平
成
平
成
1919
年
度
人
権
学
習
を
振
り
返
っ
て

年
度
人
権
学
習
を
振
り
返
っ
て�
平
成
平
成
1919
年
度
人
権
学
習
を
振
り
返
っ
て

年
度
人
権
学
習
を
振
り
返
っ
て�
平
成
19
年
度
人
権
学
習
を
振
り
返
っ
て�

～研究集会参加者アンケート集計結果から～�
アンケート回収　65

研究集会に何回参加されましたか？�

　　１）１回　　　　　　　１７�

　　２）２回　　　　　　　　７�

　　３）３回　　　　　　　　７�

　　４）４回以上　　　　　３４�

★恒常的に参加いただいている方が多い反面、�

　２回目、３回目の方が少数です。初めての参加から来年へどうつなげていくかが課題です。�

★開催時期、時間とも「よかった」とのご意見が多く、研究集会がみなさんの中に定着してき�

　たことがうかがえます。�

★今年度153名の参加者で実施した研究集会は、講演・特別報告ともとてもわかりやすい内容だったと�

　いうご意見を多くいただいています。内容が『いじめ』という、どこにでもおこりうる身近な問題で�

　あったこと、また特別報告は、小中学生や先生、保護者のみなさんが手づくりで取り組まれ、心のこ�

　もったすばらしい演技であったことなどが要因でしょう。�

　来年度の開催内容としては、全体的に見て講演会への要望が多くなっていますが、注目したいのは�

　『分散会』が非常に少ないことです。人の話をじっくり聴くのはとても大切なことですが聴いた内容�

　について語り合ったり、自分の思いを話す参加型学習も、これからの人権学習には欠かせないことな�

　のではないでしょうか。�

今回参加した理由は？�

　　１）関心があり進んで参加　　　２０�

　　２）講師やテーマに興味　　　　　５�

　　３）団体の割り当てにより　　　４０�

　　４）友人に誘われて　　　　　　　０�

　　５）その他　　　　　　　　　　　３�

　　　・案内があったから�

開催期日はどうでしたか？�

　　１）よかった　　　　　　　　５９�

　　２）悪かった　　　　　　　　　３�

　　３）その他　　　　　　　　　　２�

　　　・一般の人が参加しやすい時期を�

　　　・日曜日がよい�

開催時間はどうでしたか？�

　　１）よかった　　　　　　　　５６�

　　２）悪かった　　　　　　　　　３�

　　３）その他　　　　　　　　　　４�

　　　・時間が長すぎた�

　　　・終了時間を午後4時までに�

　　　・町外勤務者には時間が中途半端�

今年度、町の研修会等で参加したのは？�

　　１）同推協総会　　　　　　　２１�

　　２）支部総会　　　　　　　　２４�

　　３）研究集会　　　　　　　　４８�

　　４）たんぽぽ学級　　　　　　２５�

　　５）人権・同和教育研修会　　１４�

　　６）その他　　　　　　　　　１０�

　　　・その他のうち小地域懇談会が　６�

町の人権研修会についてどうお考えですか？�

　　１）現在の方法でよい　　　　　４１�

　　２）研修回数が多い　　　　　　　２�

　　３）内容を検討する必要あり　　　８�

　　４）その他　　　　　　　　　　　２�

　　　・内容が充実している�

開催内容はどうでしたか？�

　　１）講演がよかった　　　　　５９�

　　２）特別報告がよかった　　　２３�

　　３）悪かった　　　　　　　　　０�

　　４）その他　　　　　　　　　　０�

来年度の内容をどうしたらよいと思いますか？�

　　１）講演会　　　　　　　　　３０�

　　２）講演会とパネルフォーラム　１２�

　　３）講演会と分散会　　　　　　２�

　　４）パネルフォーラムと分散会　０�

　　５）講演会と特別報告　　　　１４�

　　６）その他　　　　　　　　　　１�

★その他の意見・要望★�抜粋、要約しています�

●人権・同和教育の原点は『差別の現実に学ぶ』とういうことであることと、その大切さを改めて感じた。�

　なぜ、人権・同和教育が必要なのかといえば、まだ厳しい差別があるから。ふと日々の生活で忘れそ�

　うになることを気づかされる。�

●同じ人ばかりでなく、来ない人に来てもらえるような仕掛けが必要。�

●同一人物が、いろんな会に出席することが多い。参加者の人数は多くても、人の広がりについては疑�

　問が残る。�

●去年の藤井輝明さんに続いて、今年の中倉茂樹さんもとてもよかった。町外の方で普段聞く機会の少�

　ない人の講演を今後も続けてほしいと思う。声もよく、歌も上手でとてもさわやかな気持ちになれた。�

●講演の中で「皆が交流し、心を通い合わせれば必ず変わる」、ブラックライトのなかで「皆さん、こ�

　の町の子どもたちのために頑張ろうではありませんか！」の言葉が印象に残った。まさにそのとおり�

　だと思う。�

　９月６日にスタートした『たんぽぽ学級』は、11月29日までの７回で、延べ262名の参加がありました。

（うち、皆勤賞３名）人の話を真剣に聴くこと、自分の思いを素直に話すことを基本に、今年もたくさんの

方々に学習を深めていただきました。感想の一部を紹介します。�

�

　●色々な角度から人権同和問題について考えさせられる講座である。皆勤とはいかないが、少しずつ学び

　　続けたい。�

　●グループ討議が苦手。口下手な者には苦痛。�

　●参加するたびに、自分の生き方、考え方を見直すきっかけになる。自分自身の成長のためにも参加したい。�

　●様々な方面からの人権教育の取り組みがなされていた。参加者は意見をどんどん出し、言いやすい雰囲

　　気づくりがされていた。来年はもう少しがんばりたい。�

　●もう少し長いスパンで実施してほしい。この時期は小地域懇談会を始め、他の会も重なることが多いた

　　め、春ごろから実施してほしい。�

　●参加者が固定しており、人数が増えないことが残念。自分も学びを広げるために誘う行動を起こしたい。�

　　　★ブラックライト「江府町山林解放闘争」上演によせて�

　●目標を持って大勢で取り組んだ様子、団結した力が表れており感銘をうけた。�

　●ブラックライト「山林闘争」は快挙。すばらしいものが完成したことを喜びたい。誇りにしたい。みん

　　なで力をあわせて共に生きることは今の時代に大切なこと。生き方の手本でもある。�

�

　講演やビデオのあと、参加者同士の意見交換をするようになってから５年目。グループでの話し合いが年々

活発になり、ときには時間が足りなくなることも・・・。「人前で話すのはちょっと苦手」という人も、周

りの人たちが話しやすい雰囲気を作ることで少しずつ自分の思いを言葉にできるようになります。�

　知識だけでなく、新しい出会いや人と人とのつながりを広げることができる『たんぽぽ学級』に、来年は

ぜひあなたも参加してみませんか？�

町いっぱいに、広がれたんぽぽの花！町いっぱいに、広がれたんぽぽの花！�町いっぱいに、広がれたんぽぽの花！町いっぱいに、広がれたんぽぽの花！�町いっぱいに、広がれたんぽぽの花！�
～『たんぽぽ学級』参加者の声から～�
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話�題�町�の�
あなたのまわりの�
明るい話題お知ら�
せください。�
総務課　75－2211

楽
し
か
っ
た
お
楽
し
み
会�

吉
原
砂
防
え
ん
堤
群
完
成�

ス
キ
ー
場
開
き
行
わ
れ
る�

　
十
二
月
五
日
、
吉
原
四
号
砂
防
え
ん
堤
の

前
で
、
吉
原
砂
防
え
ん
堤
群
完
成
報
告
式
が

あ
り
ま
し
た
。�

　
吉
原
集
落
の
上
流
側
は
、
土
石
流
危
険
渓

流
に
指
定
さ
れ
危
険
な
箇
所
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。�

　
そ
の
た
め
、
平
成
十
二
年
か
ら
砂
防
え
ん

堤
の
事
業
に
着
手
し
、
こ
の
十
二
月
に
完
成

し
ま
し
た
。
え
ん
堤
は
三
基
で
、
土
石
流
か

ら
集
落
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
吉
原
集
落
の
松
原
寛
区
長
は
、
砂
防
え
ん

堤
群
が
完
成
し
、
集
落
全
員
喜
ん
で
い
ま
す

と
、
話
し
を
し
て
い
ま
し
た
。�

　
十
二
月
十
六
日
、
鏡
ヶ
成
ス
キ
ー
場
で
、

奥
大
山
ス
キ
ー
場
と
の
合
同
ス
キ
ー
場
開
き

が
あ
り
ま
し
た
。�

　
最
初
に
、
関
係
者
約
二
百
五
十
人
の
出
席

の
も
と
、
期
間
中
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
餅
投
げ
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
ス
キ
ー
場
に
は
雪
が
な
く
、
リ
フ
ト
の
稼

動
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
の
降
雪
が

待
ち
ど
お
し
い
状
況
で
す
。�

　
十
二
月
二
十
一
日
、
子
供
の
国
保
育
園
で
、

園
児
す
べ
て
が
参
加
し
て
の
お
楽
し
み
会
が

あ
り
ま
し
た
。�

　
園
児
た
ち
は
、
練
習
し
た
歌
や
劇
を
披
露

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
の
前
で
緊
張
す

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
か
わ
い
ら
し
い
衣
装
で
登
場
す
る

園
児
に
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
は
た
く
さ
ん

の
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。�
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恒
例
の
新
春
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
一
月
四
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
は
個
人
の
部
、
継
走
の
部

の
二
種
目
に
、
長
い
距
離
を
走
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
を
新
設
し
、

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
約
百
五
十
名

が
出
場
。
選
手
た
ち
は
、
冷
た
い

風
と
時
折
落
ち
る
小
雨
に
負
け
ず
、

元
気
い
っ
ぱ
い
健
脚
を
競
い
合
い

ま
し
た
。�

　
ま
た
沿
道
に
は
、
家
族
や
友
人

の
力
走
に
大
声
援
を
お
く
る
た
く

さ
ん
の
応
援
団
。
新
し
い
年
の
ス

タ
ー
ト
を
か
ざ
る
大
会
に
彩
り
を

そ
え
て
い
ま
し
た
。�

　
レ
ー
ス
が
終
わ
る
と
、
『
み
ち

く
さ
』
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
だ
ん

ご
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
走
り
終
わ

っ
た
選
手
や
沿
道
の
応
援
団
は
冷

え
た
体
を
あ
た
た
め
て
い
ま
し
た
。�

�

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

★
個
人
の
部�

【
幼
児
】�

　
優
　
勝
　
　
岡
　
田
　
岳
　
人�

　
準
優
勝
　
　
宇
田
川
　
愛
　
友�

　
第
三
位
　
　
浜
　
田
　
恵
　
太�

�

【
小
学
生
低
学
年
・
男
子
】�

　
優
　
勝
　
　
森
　
田
　
大
　
地�

　
準
優
勝
　
　
谷
　
田
　
駿
　
太�

　
第
三
位
　
　
藤
　
田
　
敬
　
章�

�

【
小
学
生
低
学
年･

女
子
】�

　
優
　
勝
　
　
山
　
口
　
珠
美
鈴�

　
準
優
勝
　
　
赤
　
井
　
七
　
海�

　
第
三
位
　
　
河
　
上
　
仁
　
奈�

【
小
学
生
高
学
年
・
男
子
】�

　
優
　
勝
　
　
桑
　
原
　
　
　
聖�

　
準
優
勝
　
　
赤
　
井
　
太
　
一�

　
第
三
位
　
　
徳
　
岡
　
　
　
純�

�

【
小
学
生
高
学
年
・
女
子
】�

　
優
　
勝
　
　
下
　
垣
　
菜
　
穂�

　
準
優
勝
　
　
清
　
水
　
映
実
律�

　
第
三
位
　
　
藤
　
田
　
彩
　
花�

　�

����������

★
継
走
の
部�

【
中
学
生
・
男
子
】�

　
優
　
勝
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
Ａ�

�

【
中
学
生
・
女
子
】�

　
優
　
勝
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
Ａ�

�

【
仲
間
の
部
】�

　
優
　
勝
　
　
チ
ー
ム
米
子
屋�

新
春
の
決
意
新
た
に
走
り
初
め�

第
三
十
一
回
新
春
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会�

鳥
取
県
学
生
寮�

　
　
入
寮
生
募
集
の
ご
案
内�

　
鳥
取
県
で
は
、
都
会
で
学
ぶ
学
生
に
健
康
で
文
化
的
な
生
活
環
境

を
与
え
、
そ
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
て
修
学
を
助
け
る
と
と
も
に

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
養
成
を
目
的
と
し
て
学
生
寮
を
設
立
し

て
い
ま
す
。�

�

　
男
子
　
明
倫
館
【
世
田
谷
区
成
城
】�

　
女
子
　
清
和
寮
【
豊
島
区
目
白
】�

�

　
現
在
、
平
成
二
十
年
度
の
入
寮
生
を
次
の
と
お
り
募
集
中
で
す
。�

●
出
願
資
格�

　
①
保
護
者
が
鳥
取
県
に
住
所
を
有
す
る
者�

　
②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者�

　
　
・
平
成
二
十
年
度
に
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
専
門
課
程
（
修

　
　
　
業
年
限
２
年
以
上
）
に
入
学
を
志
望
す
る
者�

　
　
・
平
成
二
十
年
度
に
大
学
等
に
入
学
が
決
定
し
て
い
る
者�

　
　
・
平
成
二
十
年
度
に
大
学
等
に
在
学
し
て
い
る
者�

　
③
入
寮
期
間（
２
年
間
又
は
１
年
間
）の
最
後
ま
で
在
寮
で
き
る
者�

　
④
門
限
時
間
内
で
の
修
学
が
可
能
な
者�

　
⑤
健
康
な
共
同
生
活
が
で
き
る
者�

�

●
出
願
期
限
　
一
月
三
十
一
日
（
木
）
必
着�

�

　
＊
申
込
み
、
お
問
合
せ
は�

(

財)

鳥
取
県
育
英
会�

　
　
　
電
話
（
〇
八
五
七
）
二
九
ー
七
一
四
五 

ま
で�
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「求めない――すると、本当に必要な
ものが見えてくる」「求めない――す
ると自由になる」。詩人、アメリカ文
学者であり墨彩画家、そして近年は「老
子」を現代語に翻訳して大きな支持を
得ている加島祥造氏が日々書き�
とめてきた、すべてが「求めな�
い」で始まることば。�

★求めない� 加島祥造�

1月の本棚�1月の本棚�
～町立図書館より～�～町立図書館より～�

・熟女の友　　岩井志麻子　　・雪花　　十和　　・君空　　美嘉　　・鹿男あをによし　　万城目学�

・犯人に告ぐ　　雫井修介　　・私が彼を殺した　　東野圭吾　　★求めない　　加島祥造�

・特権的情人美食　　村上　龍　　・十津川警部捜査行　愛と哀しみのみちのく特急　　西村京太郎�

・ファントム・ピークス　　北林一光　　・夫の火遊び　　藤堂志津子　　・のはなし　　伊集院光�

・２分でやせる！　　大庭史榔　　・赤い糸　ｐｒｅｃｉｏｕｓ　　メイ�

12

あたらしく入った本�あたらしく入った本�

○●○図書館より○●○�○●○図書館より○●○�

あけましておめでとうございます。�

昨年中は、町立図書館をご利用いただき

ありがとうございました！2007年は電

算システムが入ってグッと便利になった

年でした。2008年もよりたくさんの人

のご利用を心よりお待ちしております！�

江府町立図書館�

開館時間�

月 ～ 金　8:30～19:00�

土日・祝　8:30～17:30�

TEL　75－2005　FAX　75－3942

★年間ランキング★年間ランキング20072007★�★年間ランキング★年間ランキング20072007★�★年間ランキング2007★�
たくさん本を読んだで賞�

一番読まれた本�

１位　　下村明日香さん　 149冊�
２位　　河上知奈さん　　　94冊�
３位　　加藤美智子さん　　90冊�
４位　　森川耕太郎さん　　81冊�
５位　　河上紀恵子さん　　77冊�

１位　　恋空～切ナイ恋物語～　美嘉�
　　　　もしもキミが。　　　　凛�
２位　　赤い糸　　　　　　　　メイ�
　　　　LAST LOVE　　　　　  Yoshi�
３位　　となりのトトロ　　　　宮崎　駿�
　　　　まんねん貧乏　　　　　得能史子�
　　　　楽園　　　　　　　　　宮部みゆき�

予約の多かった本�

１位　　ホームレス中学生　　田村裕�
　　　　名もなき毒　　　　　宮部みゆき�
２位　　歌枕殺人事件　　　　内田康夫�
　　　　華麗なる一族　　　　山崎豊子�
　　　　デモナータ　　　　　ダレン・シャン�
　　　　恋空～切ナイ恋物語～　　美嘉�



相続登記の無料相談に応じます�
　鳥取県司法書士会は、２月を「相続登記はお済ですか

月間」とさだめ、県内司法書士事務所で相続登記の無料

相談に応じています。�

　土地や建物を相続しても、登記をしない人や忘れてい

る人が意外とたくさんいます。亡くなった人の名義のま

まにしておくと、売るときや担保に入れて融資を受けよ

うとするとき、登記が速やかにできず困ることがありま

す。�

　また、何代にもわたって相続登記をしないと、相続人

が増え権利関係も複雑になり、手間と費用もかかりトラ

ブルのもとになります。�

　お気軽に相談してください。�

○問合せ先　鳥取県司法書士会�

　　　　　　（電話0857－24－7013）�

未成年者には買わせない�
　鳥取県では、平成20年５月より「成人識別タバコ自

動販売機」が導入されます。自動販売機でのタバコ購入

に専用のICカードが必要になります。�

　ICカード「taspo（タスポ）」の申込受付は、平成20

年２月から開始し、５月から使用できます。�

　発行手数料、年会費は無料です。申込書は、タバコ販

売店店頭などにあります。�

　未成年者の喫煙防止のため、ご理解とご協力をお願い

します。�

○問合せ先�

　日本たばこ協会未成年者喫煙防止対策室�

　（電話03－5408－1452）�

戦没者等の遺族に対する�
第８回特別弔慰金について�
　戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の受付が、

平成20年３月31日で終了します。�

　請求を希望されるご遺族の方は、お早めに役場

町民課で請求の手続きをしてください。�

○対象となる方�

　満州事変以後、公務上死亡された戦没者等のご

遺族の中に、平成17年４月１日において公務扶

助料、遺族年金などを受ける方がいない場合に、

次の順番による先順位のご遺族のお一人に、特別

弔慰金を支給します。�

１　平成17年４月１日までに戦傷病者戦没者等

　援護法による弔慰金を受給した方�

２　戦没者等の子�

３　戦没者等と生計をともにしていた、父母、孫、

　祖父母、兄弟姉妹（平成17年４月１日において、

　婚姻により姓が変わっている方、また遺族外の

　人と養子縁組をしている方は除きます）�

４　上記３以外の父母、孫、祖父母、兄弟姉妹�

５　上記１から４以外の三親等以内の親族（戦没

　者等の死亡まで引き続いて１年以上生計をとも

　にしていた方に限ります）�

○詳しくは�

　　鳥取県福祉保健課（電話0857－26－7145）�

　　役場町民課　　　（電話0859－75－3223）�

「外国ってこんなんだったじぇー」�

INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION
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　県内出身の青年海外協力隊経験者による、帰国

報告および各国の料理を食べながらの交流会を行

います。�

○日　時　１月26日13時から16時�

○場　所　米子サティー４階�

○内　容�

　・帰国報告（３人）�

　・食文化サロン（アジア、大洋州、アフリカ、

　　南米各国の料理、隊員OVと来場者の交流など）�

　・民芸品・パネル展示（各国の民芸品、現在活

　　動中隊員の近況などの紹介）�

○問合せ先　鳥取県JICAデスク�

　　　　　　　（電話0857－31－5951）�

青年海外協力隊鳥取県OV会帰国報告会�

�



江府町人権同和問題啓発標語�

明倫小学校５年　吉　川　　　歩　助け合い　仲間づくりの　第一歩�
米沢小学校５年　末　次　佳　奈　みつけよう　一人一人の　良い心�

学年は応募があった平成18年度時点で掲載しています。�

●広域隣保活動の参加希望者は本五集会所（　75－2624）へ連絡してください。�

行� あ� こ�事� れ� れ�

都合により、日程が変更される場合があります。� 2月�1月�

14

賃 金 �就業時間�年齢�所 在 地 �求人事業所名� 職 種 �

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。�

●求人情報に関する問い合せ先　米子公共職業安定所根雨出張所(TEL72-0065)

1月分�
求� 人� 募� 集�

調理係� 147,20030歳以下�休 暇 村 大 山 鏡 ヶ 成 �御机709-1 6:30～18:30�
10:00～21:00

フロント係� 132,000～149,600不問�休 暇 村 大 山 鏡 ヶ 成 �御机709-1 6:30～15:30�
12:00～21:00

レストラン係� 132,000～149,600不問�休 暇 村 大 山 鏡 ヶ 成 �御机709-1 6:30～15:30�
12:00～21:00

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

14�

15�

16�

17�
�

18�
�

19�

20�

21�

22�

23�

�

24�

�

25�
�

26�
�

27�

28�
�

29�
�

30�
�

31

月�

火�

水�

木�
�

金�
�

土�

日�

月�

火�

水�

�

木�

�

金�
�

土�
�

日�

月�
�

火�
�

水�
�

木�

�

ウエルビクス教室�

�

ふれあいデー�

はつらつ運動教室�

公民館講座（ストレッチ）�

�

�

ウエルビクス教室�

�

�

犬・ネコ引取り日�

ふれあいデー�

むし歯予防教室（年長・年中児）�

はつらつ運動教室�

奥大山スキー大会�

公民館講座（グラスアート）�

�

ウエルビクス教室�

１歳６月・２歳・３歳児健診�

西ノ島交歓スキー教室（～31日まで）�

�

ふれあいデー�

糖尿病２次検診結果説明会�

�

総合健康福祉センター�

�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

�

�

総合健康福祉センター�

�

�

総合健康福祉センター�

子供の国保育園�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

奥大山スキー場�

防災情報センター�

�

総合健康福祉センター�

総合健康福祉センター�

鏡ヶ成�

�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

�

9：30～11：30�

�

10：00～11：30�

14：00～16：00�

19：15～�

�

�

9：30～11：30�

�

�

9：30～9：45�

10：00～11：30�

13：00～14：30�

14：00～16：00�

9：30～�

10：00～�

�

9：30～11：30�

�

�

�

10：00～11：30�

13：00～15：00

受付�
13：00～13：30

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

1�

2�

3�

4�

5�

6�
�

7�
�

8�

9�

10

金�

土�

日�

月�

火�

水�
�

木�
�

金�

土�

日�

はつらつ運動教室�

�

�

ウエルビクス教室�

�

�

ふれあいデー�

入園説明会�

はつらつ運動教室�

総合健康福祉センター�

�

�

総合健康福祉センター�

�

�

子供の国保育園�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

14：00～16：00�

�

�

9：30～11：30�

�

�

10：00～11：30�

午後�

14：00～16：00

「奥大山の水」で健やかに�
　町では、豊かな自然の恵みである「奥大山の水」を飲

んで元気になって、さらに、子育てを頑張ってもらいた

いとの思いから「元気！健やかこうふ育児スタートアッ

プ事業」を行っています。�

　この事業で、1歳未満のお子さんのいる家庭に、「奥大

山の水」（２リットルボトル６本）を毎月届けています。�

　この度、大河原の岡田さんへ「奥大山の水」を届けま

した。特産品の「奥大山

の水」は、一般に市販さ

れている硬度の高いミネ

ラルウォーターと比べて、

硬度12㎎／1,000mlと低く、

乳児への負担が少ないと

言われています。�



《１月の納税は》�

交通死亡事故ゼロ継続日数�

　　　　694日　（１月１日現在）�

火災ゼロ継続日数�

　　　　127日　（１月１日現在）�

火　　災�

ご　寄　付�

15

納付期限�

１月分�
平成20年２月29日まで�

　社会保険事務所から送られて�

いる納付書を添えて金融機関で�

お支払いください。�

　なお、口座振替の方は、上記�

期限が振替日です。�

�

�

社会福祉協議会に次の方からご寄付をい

ただきました。�

（12月分）敬称略�

◎見舞い返しとして�

　　貝　田　谷田　　　　本人退院�

　　吉　原　清水さつき　本人退院�

　　荒　田　阿部　朝親　本人退院�

　　助　沢　加藤　民恵　本人退院�

　　佐　川　住田　武雄　本人退院�

　　貝　田　池田　初根　本人退院�

　　吉　原　砂口　幾代　本人退院�

　　新町二　宮尾　千鳥　本人退院�

　　柿　原　加藤　起子　本人退院�

　　栗　尾　末次　　求　本人退院�

◎香典返しとして�

　　本町四　手島　　平　母京死去�

　　美　用　川上　卓志　父茂穂死去�

　　荒　田　井上あけみ　夫昭宣死去�

各
種
証
明
書
の
交
付
の
際
、
本
人
確
認
を
し
ま
す
。
免
許
証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。�

町の人口　3,703人（－２）�

男　1,742人（－２）�

女　1,961人（±０）�

�

世帯数　1,158世帯（－４）�

�

12月末現在（　　）は前月比�

人の動き�12月届�
（敬称略）�

・国民健康保険税�
　　　　　（第８期）�

・介護保険料（第８期）�

納期限は１月31日(木)です。�
（口座振替は１月31日）�

　電源立地交付金は、公共用施設整備など住民の利便性向上のための

事業や地域の活性化を目的とした事業を支援するための交付金です。�

　この交付金により平成19年度、次の施設を整備しました。�

�

●本町五丁目多目的広場�

　本町五丁目集会所近くに、多目的広場を整備しました。施設の概要は、

面積約600㎡、真砂土仕上げの広場です。�

　広場は、子どもたちの遊び場としてはもちろんのこと、集会所事業

や児童館活動、地域の行事に活用されます。�
�

●本町五丁目集会所�

　本町五丁目集会所のトイレに、洋式トイレを設置しました。�

集会所に会議や講座に来ても膝や腰が痛くて、使用する事が出来ず、

自宅に帰っていた方も、安心して集会所で過ごせるようになりました。�
�

●子供の国保育園�

　現在、かなりの家庭のトイレが水洗化・洋式化され、日々の生活の

中で子どもたちも、洋式トイレを好む傾向にあります。�

　家庭の生活に近づけるために、和式便器を洋式便器に交換しました。�

　また、使用しなくなったロッカーを撤去することで、保育室の有効

スペースを広げました。�

　みなさんのまわりに、人権を傷つけられたり、傷つけていたりする

ことがないか、今一度考えて見ましょう。気づかないで差別をしたり、

人権を傷つけたりしない、差別の痛みがわかる自分になるために、研

修会や講演会などに参加して、人権意識を高めましょう。�

　人権に関する相談、または役所の仕事で分からないことや不満があ

るなどの行政に関係する相談も受け付けます。�

　相談は無料で秘密はかたく守られます。�

○日　時　　毎月　第２水曜日　９時から１２時まで�

○場　所　　役場南庁舎�

　企画財政課長事務取扱　副町長　伊藤友昭�

【退職】(12月31日付)　�

　企画財政課長　井上あけみ�

�

�

◎お誕生おめでとう�

(住　所）　（氏　名）　（性別）（保護者）�

大河原　岡田　翔愛　男　　　直樹�

新　道　渡邊　姫光　女　　　聰�

◎ご結婚を祝します�

池本　愛三　　新一�

松原　文子　　新二から�

◎ごめい福を祈ります�

(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）�

荒　田　井上　昭宣　61歳　　あけみ�

洲河崎　佐々木　正　80歳　　　孝�

電源立地交付金で施設整備�

人権・行政相談所を開設しています�

)

人事異動（１月１日付）�


